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2018年 1月11日 

新 商 品 

パブリック洗面空間がさらに進化。 

ツインデッキカウンター・壁掛ハイバック洗面器 

2018年2月1日（木）発売 
～関連商品も同時発売。レイアウトしやすい充実した品揃えに～ 

TOTO 株式会社（本社：福岡県北九州市、社長：喜多村 円）は、パブリック空間における洗面コーナーの多様

化するニーズに対応する、「ツインデッキカウンター」（3タイプ）、「壁掛ハイバック洗面器」（2タイプ）を 2018年

2月１日（木）に発売します。あわせて、洗面関連商品も一新し、同時発売します。 

「ツインデッキカウンター」はそれぞれ特徴をもった3タイプを品揃え。使用者の手荷物置場に配慮し、従来

品より広いデッキ奥行きを実現した「スペースアップタイプ」を新たに追加します。また、壁に掛けて設置す

る「壁掛ハイバック洗面器」はシンプルなデザインに大小2サイズを品揃えし、通常の壁掛設置とライニング

設置が選択できます。 

このほかデザインの統一感、レイアウトのしやすさを高めるため、各種器具（便器、小便器、洗面器など）の

サイズ・ディティールの統一化をはかりました。関連部材としてフロントパネルや点検口付ライニング、自動

水栓や水石けん供給栓、壁掛電気温水器を一新し、さまざまなパブリック洗面空間に幅広く対応可能となり

ました。 

【主な特長】 洗面空間「８つの配慮ポイント*」を考慮した充実の品揃え 

・ツインデッキカウンター 

①スペースアップタイプ・ボウル一体タイプ・陶器タイプ 3 タイプを品揃え 

②ボウル内の着水面を下げ、水じまい（水はね防止）を向上、ボウル形状改善による清掃性向上 

③混雑緩和、使用者の動線を考慮した設計 

・壁掛ハイバック洗面器 

①節水化：3.5L/分→2.0L/分に洗浄水量を削減 

②ボウルが従来品より 40 ㎜深くなり、手洗いのしやすさ、水じまい（水はね防止）を向上 

③点検口付ライニングを品揃え 

・自動水栓、水石けん供給栓、小型電気温水器 壁掛 3L など洗面関連商品を一新 

ツインデッキカウンター 
写真：スペースアップタイプ 

希望小売価格(税抜)＝ \1,393,400 

 

壁掛ハイバック洗面器 
写真：LSA125CB 

希望小売価格(税抜)＝ \196,950 

 *後頁ご参照 

左記写真の高解像度データを 
ご用意しています。 

下記 URL より TOTOホームページの 
「ニュースリリース」へアクセスいただ
き、当該ニュースリリースページより 

ダウンロードいただけます。   
https://jp.toto.com/company/press/ 

https://jp.toto.com/company/press/
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希望小売価格 

ツインデッキカウンター（3 タイプ）       ・・・・・・・・・・・・・ \203,800～（税抜） 

壁掛ハイバック洗面器（2 タイプ）        ・・・・・・・・・・・・ \127,850～（税抜） 

洗面空間の新商品 

●ツインデッキカウンター 

 それぞれ特徴をもった 3 タイプ。新たに追加した「スペースアップタイプ」は広い荷物置きスペース

を、「ボウル一体」、「陶器タイプ」はニーズに合わせてボウル深さを変更、水はねを抑制し周囲を

濡れにくい形状にしました。 

380 

500 

先端スイッチで 

湯と水を 

切り替え可能 

間口 1600 ㎜での女性 3人同時使用など、 
混雑緩和になります 
 

 

・点検口付ライニング 
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*洗面空間 8つの配慮ポイント 

TOTO は多くのパブリック空間における設置を通して、使用者、管理者の皆様の声を反映させるも

のづくりを実施してきました。洗面空間では混雑の緩和や狭い空間でも使いやすい商品設計をおこ

なっています。一方、管理者側の要望の高かった水はね抑制や機器の清掃のしやすさ、水石けん

補給などのメンテナンスにも配慮をしています。 

●壁掛ハイバック洗面器 

 大小 2 タイプ。シンプルなデザインと深いボウルで使い勝手がさらに向上。点検口付ライニング

も品揃え 
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新コンセプト： 「PUBLIC RESTROOM ITEMS」 

TOTO はより多くの空間に調和し、より多くの人に使いやすいパブリックトイレを実現でき

る商品群を 「PUBLIC RESTROOM ITEMS（パブリックレストルームアイテムズ）」と総称し、 

2018 年 2 月より展開してまいります。 

 


